
　
　
　
病
床
の
稼
働
率
の
推
移
に
つ
い
て
。

　
　
　
急
性
期
治
療
の
た
め
の
一
般
病
床

が
60
床
、
長
期
入
院
が
必
要
な
慢
性
期
治

療
の
た
め
の
療
養
病
床
が
45
床
で
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
一
般
病
棟
は
平
成
27
年
度

が
72
・
３
％
、
28
年
度
75
・
２
％
、
29
年

度
73
・
６
％
と
推
移
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

療
養
病
床
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年

度
58
・
６
％
、
28
年
度
42
・
８
％
、
そ
し

て
、29
年
度
42・２
％
と
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
病
床
の
稼
働
率
自
体
が
余
り
に
も

低
い
と
感
じ
る
が
。

　
　
　
療
養
病
床
２
に
つ
き
ま
し
て
は
常

時
医
師
、
看
護
師
等
の
監
視
、
管
理
が
必

要
な
症
状
が
重
い
医
療
区
分
２
、
３
の
割

合
を
50
％
、
療
養
病
床
１
に
つ
き
ま
し
て

は
80
％
以
上
の
患
者
様
が
必
要
。
療
養
病

床
２
か
ら
１
に
転
換
を
行
っ
た
結
果
、
医

療
区
分
１
の
患
者
様
の
受
け
入
れ
が
困
難

に
な
り
、
全
体
と
し
て
入
院
患
者
様
が

減
っ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
医
療
に
お
け
る
市
立
病
院
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
対
応
は
。

　
　
　
全
国
的
に
こ
の
療
養
病
床
２
の
存

続
に
対
す
る
要
望
等
が
出
さ
れ
、
30
年
度

か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
ま
し
て
、

結
果
的
に
療
養
病
床
２
が
残
っ
た
改
正
と

な
っ
た
。
症
状
が
軽
い
医
療
区
分
１
の
方

を
引
き
続
き
受
け
入
れ
る
こ
と
が
公
立
病

院
と
し
て
の
役
目
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　

病
院
内
で
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

案
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
なって
い
ま
す
か
。

　
　
　
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ
と
し
た

経
験
を
積
極
的
に
報
告
さ
せ
、
そ
の
後
の

重
大
な
事
故
な
ど
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の

３
年
間
の
資
料
を
見
た
が
、
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
件
数
に
対
し
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
件
数

が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
次
の
重
大
な
事
故
を
予
防
す
る
注

意
喚
起
の
た
め
に
報
告
を
さ
せ
て
い
る
部

分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
件
数
等
に
つ

い
て
も
お
お
む
ね
適
切
で
は
な
い
か
監
査

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
に
つ
い
て

野
北

答
弁

野
北

答
弁

野
北

答
弁ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
に
つ
い
て

野
北

答
弁

野
北

答
弁

野
北
　
悟

　
　
　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
授

業
時
間
が
増
え
た
こ
と
に
対
す
る
対
応
は
。

　
　
　
年
間
３
日
間
の
土
曜
開
校
日
、
義

務
教
育
学
校
へ
の
校
種
の
変
更
に
よ
り
、

前
期
課
程
で
の
卒
業
式
、
後
期
課
程
で
の

入
学
式
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
確
保
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
「
夏
休
み
の
短
縮
」「
２
学
期
制
」

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　
夏
休
み
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
小

中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
義
務
教
育
学
校

に
な
っ
た
こ
と
で
十
分
な
日
数
を
確
保
し

て
お
り
導
入
の
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
２
学
期
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
10

年
代
に
全
国
的
に
議
論
が
起
こ
り
、
教
育

委
員
会
で
も
十
分
な
議
論
・
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
取
り
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
孔
子
の
里
「
桜
ま
つ
り
」「
紅
葉
ま

つ
り
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
平
成
19
年
か
ら
平
成
22
年
の
間
実

施
を
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
等
で

電
力
需
要
に
対
す
る
抑
制
と
し
て
中
止
、

そ
の
後
、
集
客
の
問
題
や
費
用
対
効
果
等

か
ら
再
開
が
難
し
く
、
現
在
ま
で
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
梶
峰
城
ま
で
の
歩
道
の
整
備
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
梶
峰
城
散
策
コ
ー
ス
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
、
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
全

体
が
梶
峰
城
遺
跡
と
い
う
埋
蔵
文
化
財
の

包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
開
発
行
為

の
際
に
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
元
有
志
の
方
が

梶
峰
城
ま
で
の
コ
ー
ス
を
一
般
観
光
客
用

の
散
策
道
と
し
て
、
整
備
計
画
す
る
場
合

も
、
整
備
の
内
容
や
距
離
等
を
届
け
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼ 

龍
孫
の
郷
散
歩
道
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」・ 

体
験
型
観
光
サ
イ
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

Ａ
」・
Ｊ
Ｒ
九
州
紅
葉
ま
つ
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

学
校
の
夏
休
み
短
縮
に
つ
い
て

古
賀

答
弁

古
賀

答
弁

観
光
振
興
事
業
に
つ
い
て

古
賀

答
弁

古
賀

答
弁

古
賀
公
彦
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空
家
対
策
に
つ
い
て
現
在
ま
で
の

成
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
19
年
度
か
ら
定
住
奨
励
金
や

空
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
な
ど
を
活
用
さ

れ
、
空
家
を
利
活
用
さ
れ
た
方
は
延
べ
１

２
５
世
帯
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
空
家

バ
ン
ク
制
度
に
よ
り
現
在
ま
で
に
59
件
が

入
居
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
空
家
や
空
店
舗
の
見
学
ツ
ア
ー
等

の
計
画
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
実
施
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
年
度
は
多
久
市
移
住
体
験
住

宅
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
税
を
利
用
し
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　
市
内
の
荒
廃
し
た
個
人
所
有
の
森

林
を
環
境
林
と
し
て
位
置
づ
け
、
協
定
書

を
結
び
、
多
久
市
発
注
の
委
託
業
務
と
し

て
間
伐
、
浸
入
竹
林
の
整
備
、
植
栽
、
下

刈
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
平
成
30
年
度
以
降
の
事
業
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
後
５
年
間
の
整
備
地
区
と
し

て
、
多
久
町
の
荒
廃
森
林
を
中
心
に
整
備

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
荒
廃
し
た
山
林
を
放
っ
て
お
く
と

災
害
が
起
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
山
が
荒
廃

し
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
聴
覚
障
害
者
手
話
言
語
支
援
に
つ

い
て
現
在
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
実
施
し

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
手

話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
で
意
思
疎
通
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
市
で
手
話
言
語
条
例
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
広
く
情
報
を
収
集
し
、
条
例
制
定

に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
、
聴
覚
な
ど
を
含
め
、

障
害
を
持
た
れ
た
方
に
対
し
て
明
る
い
材

料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

空
家
対
策
に
つ
い
て

田
中

答
弁

田
中

答
弁森

林
環
境
税
に
つ
い
て

田
中

答
弁

田
中

答
弁

田
中聴

覚
障
害
者
手
話
言
語
支
援
に

つ
い
て

田
中

答
弁

田
中

答
弁

田
中

田
中
英
行

　
　
　
ご
み
減
量
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み・分
別
す
れ
ば
資
源
」

分
別
の
細
分
化
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
９
品
目
の
分
別
で
す
が
、
分

別
項
目
を
増
や
し
、
ご
み
の
減
量
化
促
進

は
常
に
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
分
別
可

能
な
品
目
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
及
び

戸
別
収
集
の
状
況
に
つ
い
て
。
収
集
効
率

や
危
険
度
の
少
な
い
収
集
方
法
、
高
齢
者

等
へ
の
ご
み
出
し
支
援
な
ど
へ
の
考
え
は
。

　
　
　
先
進
事
例
等
研
究
し
多
久
市
の
実

情
に
合
っ
た
方
法
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
２
０
２
０
年
完
成
予
定
の
多
久
・

小
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
運

営
方
法
、
雇
用
形
態
は
。

　
　
　
公
設
民
営
で
行
い
、設
計
・
建
設
、

20
年
間
の
維
持
管
理
・
運
営
（
雇
用
）
を

一
括
し
て
民
間
事
業
者
と
契
約
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
関
連
施
設
と
し
て
建
設
中
の
多
久

市
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
概
要
と
雇
用
は
。

　
　
　
建
設
費
は
、
約
４
億
７
０
０
０
万

円
。
処
理
能
力
１
日
３
ｔ
。
２
０
１
９
年

３
月
完
成
予
定
、
供
用
開
始
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
と
同
時
と
し
ま
す
。
市
職
は
セ

ン
タ
ー
長
１
名
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
新
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
ご
み
処
理
の
広
域
化
を
図
り
、
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
廃
棄
物
の
適

正
処
理
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
広
域
運
営
で

の
交
付
金
を
受
け
ら
れ
、
財
政
面
で
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
完
成
後
の
搬
入
車
輌
台
数
は
。
搬

入
経
路
と
該
当
地
区
へ
の
早
目
の
周
知
が

必
要
な
の
で
は
。

　
　
　
多
久
市
年
間
５
５
０
０
ｔ
で
、
日

30
台
。
小
城
市
は
、
１
万
62
ｔ
と
あ
り
ま

す
。搬
入
経
路
は
、今
年
度
中
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
促
進
協
議
会
で
協
議
の

う
え
、
関
係
地
区
に
お
伝
え
し
ま
す
。

環
境（
ご
み
処
理
）行
政
に
つ
い
て

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島
慶
子
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